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犯罪のない安全なまちへ
10月19日、栗山警察署夕張分庁舎にて、防犯功労者表彰受賞者への表彰状伝達式が行われまし
た。
多年にわたる防犯活動が称えられ、夕張防犯団体連合会事務局長の小川益弘さんが（公財）北海道
防犯団体連合会から、夕張防犯団体連合会事務局次長の高橋美瑛子さんが札幌方面防犯団体連合会
からそれぞれ表彰され、夕張分庁舎所長から表彰状が伝達されました。
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　　理想のまちの将来図を考えよう！…………３
●夕張市人事行政の運営などの状況…………４
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●夕張市立診療所ニュース………………………８
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令和３年度の夕張市功労・善行表彰式が、１１月４日市役所で挙行されました。
多年にわたり、各分野で地道な努力を重ね、市政の発展向上に多大なる貢献のあった方々に贈られるものです。表彰さ

れた方 を々ご紹介いたします。

令和３年度　夕張市功労・善行表彰
～市政の発展向上に貢献～

善行表彰

功労表彰

「消防防災功労」

信　太 　　清 さん
のぶ た きよし

（73歳）

多年にわたり、消防団員として消防及び災害の防止
に尽力されました。

寄附2件　（受賞者のご意思により氏名は非公表）
夕張市の地域再生および住民の福祉の増進のために必要な事業に対する助成のため、その他指定の特定団体・事業に対

する助成のための多額の寄附をされました。

「社会事業功労」

多年にわたり、福祉活動に積極的に取り組み、福祉
のまちづくりに尽力されました。

多　喜　芳　勝さん
た き よし かつ

（72歳）

「消防防災功労」

武　田　伸　一さん
たけ だ しん いち

（72歳）

多年にわたり、消防団員として消防及び災害の防止
に尽力されました。

「老人福祉実践功労」

多年にわたり、介護従事者として高齢者福祉のた
めに尽力されました。

佐　藤　かなみ さん
さ とう

（61歳）

「消防防災功労」

多年にわたり、消防団員として消防及び災害の防止
に尽力されました。

菅　原　光　子さん
すが わら みつ こ

（72歳）

※年齢は表彰式開催日の令和3年11月4日時点
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コンパクトシティ推進事業　今年度の取り組み

理想のまちの将来図を考えよう！
●まちの将来図を検討するため、市内の企業や団体などで働いている12名の市民の方（夕張市地
区構想市民ワークショップ委員）と計４回検討を行います。
●１回目は、これまで市が行ってきた取り組みや今後のまちの方向性を共有した後、「夕張での暮
らしがもっと豊かで、楽しくなるような、理想のまち」をテーマに熱く語り合いました。

〇市民が集まれる場所
　・カフェ、喫茶店
　・学生が集まれる場所

〇既存施設の活用
　・道の駅の魅力、機能向上

〇居住のニーズに応じた住宅整備
　・子育て世帯の住宅整備
　・高齢者向けの住宅整備

〇子育て環境の充実
　・子どもの遊び場/公園の整備/児童館
　・自転車の練習ができる場所

〇その他
　・行政機能をまちの中心地へ
　・キャンプ場、グランピング、アスレチック

●日　時 … 令和３年10月６日（水）  
●場　所 … 夕張市役所
●参加者 … 農業、医療、金融、子育て、介護、福祉、
 労働、高校生、行政

※市民ワークショップの様子▼ ワークショップ概要（１回目）

■ 主な意見

▼ スケジュール

市都市計画係　 ☎57－7058

４ 月～６ 月 １ 月～３ 月７ 月～９ 月 10 月～12 月

公共施設現況調査 公
　
　
　
表

居住に関する
アンケート調査

公共施設の再編方針・方策検討

住宅施策の検討

市民ワークショップ市民ワークショップ

構想・施策のまとめ現状・課題の整理 方策・方針の検討

問合せ先
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（１）
採
用
お
よ
び
競
争
試
験（
令
和
2

年
度
採
用
分
）

（１）
勤
務
時
間

（１）
分
限
処
分

（２）
退
職（
令
和
2
年
度
退
職
分
）

（２）
休
暇
な
ど
の
状
況

（２）
懲
戒
処
分

（２）
勤
務
成
績
の
評
定

（２）
公
務
災
害
の
認
定

　
令
和
2
年
度
に
お
け
る
人
事
行
政

の
運
営
な
ど
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
夕
張

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

①
年
次
休
暇

一
の
年
に
つ
き
20
日
間
与
え
ら

れ
、翌
年
に
20
日
を
限
度
に
繰
り
越

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。令
和
２
年
の

一人
当
た
り
平
均
日
数
は
８・１
日
で

取
得
率
は
21・９
％
で
し
た
。

②
そ
の
他
の
休
暇

病
気
休
暇
の
ほ
か
出
産
休
暇
な

ど
の
特
別
休
暇
が
条
例
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、介
護
休
暇
や

組
合
休
暇
は
無
給
休
暇
と
し
て
条

例
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
育
児
休
業
の
取
得
状
況

育
児
休
業
は
育
児
休
業
法
に
よ

り
子
が
満
３
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
職
務
に
専
念
す
る
義
務
が
免
除

さ
れ
る
制
度
で
す
が
、令
和
２
年
度

に
取
得
し
た
職
員
は
０
名
で
す
。

　

分
限
処
分
と
は
、任
命
権
者
が

法
に
基
づ
き
職
員
の
意
に
反
す
る

処
分
を
で
き
る
場
合
で
あ
り
、令
和

２
年
度
に
処
分
を
受
け
た
職
員
は

延
べ
８
名
で
す
。

（１）
職
員
研
修

　

職
員
に
は
勤
務
能
率
の
増
進
な

ど
の
た
め
研
修
を
受
け
る
機
会
を
与

え
ら
れ
ま
す
が
、令
和
２
年
度
は
正

科
研
修・派
遣
研
修
に
延
べ
3
1
1

人
の
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

（１）
健
康
診
断

　

職
員
に
は
安
全
衛
生
管
理
規
則

に
よ
り
、各
種
の
健
康
診
断
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、令
和

２
年
度
は
定
期
健
康
診
断
な
ど
延

べ
2
0
8
人
の
職
員
が
受
診
し
ま

し
た
。

（３）
職
員
福
利
厚
生
会

　

地
方
公
務
員
法
第
42
条
の
規
定

に
よ
り
、職
員
の
福
利
厚
生
事
業
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、職

員
の
会
費
と
市
の
交
付
金
な
ど
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
が
、平
成
17
年

度
以
降
は
市
か
ら
の
交
付
金
は
交

付
し
て
い
ま
せ
ん
。

懲
戒
処
分
は
本
人
の
行
為
に
対

す
る
制
裁
的
性
格
を
有
す
る
処
分

で
あ
り
、令
和
２
年
度
に
処
分
を
受

け
た
職
員
は
１
名
で
す
。

･
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
特
例
に

関
す
る
承
認
の
状
況

職
員
は
勤
務
時
間
中
、職
務
に

専
念
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
さ
れ

て
い
ま
す
が
、特
例
で
研
修
や
定
期

健
康
診
断
な
ど
を
受
け
る
時
間
に

限
り
、任
命
権
者
の
承
認
に
よ
り
こ

の
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。令
和
２

年
度
は
延
べ
30
件
の
申
請
が
あ
り

す
べ
て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
正
式
任
用
お
よ
び
昇
任

時（
主
事
、主
事
補
な
ど
）に
試
験

や
勤
務
成
績
の
評
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。

29 4 6 2 12

3 1 1

32 4 7 2 13

行 政 職

消 防 職

合 計

大学卒 短大卒 高校卒

区　　分 受験者数 競　争　試　験

採　　　　　　　用

選　考 小　計

区　　分

消　 防　 職

合　　計

定年

1

1

勧奨 分限 懲戒 死亡 普通

2

1

2

5

計

3

1

2

6

事務職

技術職

労務職

一　般
行政職

勤　務　時　間 週38時間45分
（１日７時間45分）

８時45分

17時30分

60分

土･日曜日

始 業

終 業

休憩時間

週 休 日

勤務時間の
割 り 振 り

区　分 認定者

公　務

災　害
0　人

通　勤

災　害
0　人

（単位：人）

（単位：人）

職
員
の
採
用
や
退
職

　

お
よ
び
競
争
試
験
の
状
況

勤
務
時
間
そ
の
他

　
　
　

  

勤
務
条
件
の
状
況

分
限
お
よ
び

　
　
　

懲
戒
処
分
の
状
況

研
修
お
よ
び
勤
務
成
績
の

　
　
　
　
　
　

評
定
の
状
況

職
員
の
福
祉
お
よ
び

　
　
　

  

利
益
保
護
の
状
況

服
務
の
状
況

市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

夕
張
市
人

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況況

夕
張
市
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
状
況

広報ゆうばり　2021年12月号 ４



表
２
は
、令
和
２
年
度
決
算
に
お

け
る
職
員
給
与
費
の
内
訳
で
す
。給

与
費
と
は
人
件
費
の
う
ち
職
員
に

毎
月
支
給
さ
れ
る
給
料
、扶
養
手

当
な
ど
の
各
種
手
当
お
よ
び
民
間

の
賞
与
に
相
当
す
る
期
末・勤
勉
手

当
な
ど
の
支
給
額
の
合
計
を
い
い
ま

す
。

市
職
員
の
給
与
は
、そ
の
職
務
と

責
任
に
応
じ
た
基
本
給
と
し
て
の

給
料
と
、扶
養
手
当
な
ど
の
諸
手

当
を
含
め
て
支
給
し
て
お
り
、給
与

の
額
は
国
や
民
間
企
業
の
状
況
を

考
慮
し
市
議
会
の
議
決
を
経
て
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

以
下
令
和
２
年
度
決
算
の
状
況

と
令
和
３
年
４
月
１
日
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。な
お
、本
市
は

財
政
再
建
の
た
め
、平
成
19
〜
21
年

度
ま
で
平
均
30
％
、平
成
22
〜
26

年
度
ま
で
平
均
20
％
、平
成
27
〜

28
年
度
ま
で
平
均
15
％
、平
成
29

年
度
は
一
律
９
％
、平
成
30
年
度
か

ら
一
律
７
％
の
給
料
削
減
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

人
件
費
に
は
、職
員
に
支
給
す

る
給
与
、使
用
者
が
負
担
す
る
共

済
費
の
ほ
か
、特
別
職
の
給
料
、市

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
お
よ
び
各

種
委
員
の
報
酬
な
ど
幅
広
い
範
囲

の
費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

表
１
は
、令
和
２
年
度
普
通
会

計
決
算
の
歳
出
の
状
況
で
す
。歳

出
全
体
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合

は
９・６
％
と
な
って
い
ま
す
。

給
与
の
状
況

（１）
人
件
費

（２）
職
員
の
給
与

給
料
の
月
額
は
給
料
表
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

表
３
は
、令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
の一
般
行
政
職
の
初
任
給
を
表
し

て
い
ま
す
。

（３）
給
料
と
初
任
給

（４）
期
末
･
勤
勉
手
当
と
退
職
手
当

（５）
特
別
職
の
給
料
と
報
酬

表
７
は
、４
月
１
日
現
在
の
職
員

数
を
前
年
度
と
の
比
較
で
表
し
て
い

ま
す
。

（６）
定
員
の
状
況

表１．人件費の状況（令和2年度普通会計決算）

表２．職員給与の状況（令和２年度普通会計決算）

表３．一般行政職初任給 表４．期末・勤勉手当

表６．特別職の給料、報酬など
表５．退職手当

表７．定員の状況

区　　分

２年度

住民基本台帳
（R3.3.31現在）

7,302 11,723,619 1,127,751 9.6
人

人

円 円

千円 千円 千円 千円 千円

千円 千円 ％

注 １ 記載の数値は「地方財政状況調査」の普通会計決算によるものです。
 ２ 歳出Ａは、歳出総額から前年度繰上充用金（本年度は0円）を除いた実質的な令和元年度の歳出額です。

区　分
１人当たり
の給与費
　　　（B／A）

２年度 138 438,405 88,168 176,259 702,832 5,093

職員数
　　　　　　A

給　　料 職員手当 期末･勤勉
手 当 計

　　　　　B

給　　　与　　　費

区　　分 市 国（一般職）

169,500 182,200

140,100 150,600

大卒

高卒

一般
行政職

区　分 期　末 勤　　勉

６　月 1.30月分 0.95月分

12 月 1.25月分 0.95月分

計 2.55月分 1.90月分

・職制・職務上の級等による加算を廃止しています。

勤続年数 自己都合 勧奨・定年

20年 19.6695月分 24.586875月分

25年 28.0395月分 33.27075月分

35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度 47.709月分 47.709月分

定年前早期退職特例措置の廃止

区　分 給料または報酬 期末手当

議　長

副議長

議　員

職員区分
一 般 行 政 部 門
教 育 部 門
消 防 部 門
普 通 会 計
水 道 会 計
そ の 他 会 計
公営企業等会計

合　　計

２　年
82人
11人
40人
133人
2人
19人
21人
154人

３　年
87人
10人
41人
138人
2人
18人
20人
158人

増　減
5人
▲1人
1人
5人
0人
▲1人
▲1人
4人

６月～2 . 2 5月
12月～2.20月431,000円 市　長

　－ 　円副市長

230,000円 

200,000円 

180,000円 

６月～1.125月
12月～1.325月

（令和２年度は副
市長を置いており
ません。）

歳　出
Ａ

人　件　費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

市
長
な
ど
の
給
料
、市
議
会
議

員
の
報
酬
お
よ
び
期
末
手
当
は
、   

表
６
の
と
お
り
で
す
。こ
れ
ら
の
特

別
職
の
給
与
な
ど
は
市
議
会
の
議

決
を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
特
別

職
の
給
料
な
ど
に
つ
い
て
は
大
幅
に

削
減
し
て
お
り
、市
長
の
給
料
に
つ

い
て
は
、平
成
19
年
４
月
か
ら
令
和

元
年
11
月
ま
で
は
約
70
％
、令
和
元

年
12
月
以
降
は
50
％
の
削
減
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

表
４
は
、民
間
企
業
の
賞
与
に
相

当
す
る
期
末・勤
勉
手
当
の
令
和
２

年
度
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

退
職
手
当
は
、表
５
の
と
お
り
退

職
理
由
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た
支

給
率
に
退
職
時
の
給
料
月
額
を
乗

じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。
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〔　　　　　　　　　　　　　  〕

新型コロナウイルスと季節性インフルエンザ
予防対策の徹底と相談の目安について

１．まずはかかりつけ医へ電話しましょう。　
日頃からかかりつけ医の電話番号を確認しておきましょう。
■お子様はかかりつけ小児科医にご相談を
小児科医による診察が望ましいと言われています。小児科の対象年齢に明確な区分はありませんが中学生まで
が一つの目安です。
２．かかりつけ医がいない、つながらない、迷う場合は下記相談センターへ

3密回避・マスク・手洗い・手指消毒・換気の徹底
のどの痛み、せきなど少しでも症状を感じたら、外出は避ける
体温チェックなどの健康管理を徹底して行う
飲食の際は、感染防止を徹底している飲食店で、短時間、深酒せず、大声出さず、会話時はマスク着用
を！大人数ではより一層の注意を！

・息苦しい、強いだるさ、高熱などいずれかの強い症状がある場合
・以下の方で発熱やせきなど軽い症状がある場合

・発熱やせきなど比較的軽い症状が4日以上続く場合

とにかく予防！基本的な感染対策は新型コロナもインフルエンザも同じ

新型コロナ？インフルエンザ？と思ったら

　新型コロナの新規感染者が全国的に減少し、社会経済活動や人の流れが活発になってきています。
　一方で、新型コロナ感染の再拡大に加え季節性インフルエンザの流行も懸念されています。
　今後市内ではスキー場がオープンし、市外から訪れる方との接点が増え、寒さ、屋内活動の増加、
年末年始の人の動きなど感染リスクは増えていきます。感染予防対策の再確認と徹底をお願いします！

〇慌てずに体温測定をするなどし、まずは自宅で安静にしましょう
〇発熱などのかぜ症状があるときは学校や仕事を休みましょう

・新型コロナウイルスに感染した疑いのある方に診療体制の整った医療機関を案内します
・感染症の予防方法や症状、治療に関する疑問や不安などへの相談をうけることができます。

高齢者、基礎疾患がある方（糖尿病、心不全、呼吸器疾患など）、人工透析を受けている方
免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている方、妊婦の方

症状には個人差がありますので「強い症状」と思ったらすぐに相談を。解熱剤を飲み続ける場合も同じです。

密集場所 密接場面 密閉空間 マスクの着用 石けんによる
手洗い

手指消毒用
アルコールによる
消毒の励行３つの密の回避

相談の前に…

相談先

すぐに相談が必要な場合

下記の場合にはまずは電話で相談を！

北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター
0120－501－507（フリーダイヤル）24時間

相談先

問合せ先　市保健係　☎52－3106
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新型コロナワクチン接種情報≪12≫

全体で9割の方が、新型コロナワクチンの2回接種を完了しました。

1・2回目接種率

新型コロナワクチン　3回目接種のお知らせ

R3.11.15時点の接種率

全体（12歳以上）

うち65歳以上高齢者

対象者数 １回目済 割　合 ２回目済 割　合
6,832 6,240 91.3％ 6,160 90.2％
3,822 3,575 93.5％ 3,556 93.0％

　国のワクチン分科会において、『時間の経過とともにワクチンの有効性が低下するため、追加接種が必要で
ある』との方針が示されました。
　市では、3 回目の追加接種に向け実施の準備をすすめています。詳細が決まり次第、広報ゆうばりでお知ら
せします。
★対象者　2回目の接種が終了している方
1回も接種していない方、2回目接種が終了していない方は、追加接種の対象とはなりません。

★接種回数　1回のみ
★接種料金　無料
★接種の時期　2回目接種終了後原則8カ月を経過してから
　3 回目の接種時期、予約方法の詳細は、広報ゆうばり1月号でお知らせします。

★接種券付予診票を接種の早い順に送付します
　夕張市に住民票がある方に、2回目接種の早い方から順に送付します。
※転入・転出などで接種日に夕張市に住民票がない方は、住民票のある自治体が発行した接種券が必要ですの
で各自治体に問い合わせください。

1・2回目が未接種の方または12歳になった方でこれから接種を希望する方
　人数調整のうえ日程を設定しますので、下記問合せ先まで、ご連絡ください。12歳になった方には、12歳の誕
生月の月末に1・2回目の接種券を送付しています。

１
２
３

２回目接種時期 追加接種（３回目）の時期の目安 主な対象者
令和３年６月 令和４年２月以降 医療従事者・高齢者施設入所者・高齢者
令和３年７月 令和４年３月以降 高齢者

令和３年８月以降 令和４年４月以降 高齢者以外

問合せ先　市保健係　☎52－3106
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11月1日、「ヘルパーステーションよりそい」を開設いたしま
した。
夕張豊生会の理念「生き方に寄り添う医療福祉」を最大限

に生かす地域の最前線として、ご利用者様が住み慣れた場所
でその人らしく和やかに暮らしていただけるよう、訪問介護
サービスを提供いたします。 
ご利用者様の思い、生き方を尊重し、心身の特性をふまえ

て、さまざまな職種と連携しながら、小規模の事業所だから
こそできる、かゆいところに手が届く孫の手のような存在に
なれるようにスタッフ一同努めてまいります。
入浴・排せつ・食事の介護・その他の生活全般のお困り事など、まずはお気軽にご相談ください。

お問い合わせ 　☎（0123）52－3300／FAX （0123）52－3301

夕張市立診療所ニュース
2021年

vol.138
12月

―「ヘルパーステーションよりそい」のご紹介 ―

12 月外来診療体制 ※12/30（木）～１/３（月）は年末年始のため休診です

※医師は変更となる場合もございます。ご理解の程よろしくお願いいたします。※土・日・祝は休診です。
※受付時間…８：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…９：30～11：30／12：30～15：00）

☎（0123）52－4339　FAX（0123）52－2617
〒068-0402　夕張市社光20番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八　田

前沢・野村

八　田

前沢・出張医

出張医

八　田

諌山・髙野

八　田

諌山・野村

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（３・10・17・24日）

循環器内科
（１・15・29日）

泌尿器科
（７・14・21・28日）

八田・田端

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八　田

野　村

八　田

野　村

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（３・10・17・24日）

整形外科
（７・14・21・28日）

整形外科
（22日）

整形外科・婦人科
（２・９・16・23日）

八田・田端

ささやかながら開設式を行いました

野村 正孝 医師

✿ 野村医師　着任のご挨拶 ✿
　11月１日付で、夕張市立診療所総合診療科に配属されました野村正孝と申します。
　生まれも育ちも高知県で南国育ちです。大学は自治医科大学で、前沢先生の教え子
です。今まで、四国、北九州、奄美大島、気仙沼、大阪などで働いてまいりました。小児
科も含め総合医として診療してまいりましたが、救急病院で心カテ業務に当たってい
た時期もありました。
　モットーとしては、患者様の求めるものを提供する、ということです。なんでも相談
に乗りますので、ご相談ください。

発熱・咳・その他のかぜ症状で受診する方は、事前に診療所へお電話でご連絡ください。　
　感染症対策のため、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

☎（0123）52－4339

かぜ症状で受診の方へ

のむらまさたか
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空家の一部解体により発生した建築資材の保管について
　隣地住民及び周辺住民の安全の確保を目的に次の空家を災害対策基本法第 64 条第３項の規定により
応急措置として一部解体を行いました。応急措置により発生した建築資材等は空家所有者の所有物のた
め、当該敷地内に保管しています。保管している建築資材等の処分は所有者の責任で行うことになりま
すので、所有者の方は市建築住宅係〔直通電話：52－3119〕まで連絡をお願いいたします。

物件①
　１　応急措置を実施した空家の概要
　　１）用途（旧用途）：店舗併用住宅
　　２）構造及び規模：
　　　　木造亜鉛メッキ鋼板葺　地下１階地上３階建　延べ床面積　４０２．０２㎡
　２　応急措置実施に伴う建築材等保管場所
　　　夕張市本町２丁目４１番地

物件②
　１　応急措置を実施した空家の概要
　　１）用途（旧用途）：店舗併用住宅
　　２）構造及び規模：
　　　　木造亜鉛メッキ鋼板葺　地上２階建　延べ床面積　２１５．７０㎡
　２　応急措置実施に伴う建築材等保管場所
　　　夕張市本町２丁目４０番地

物件③
　１　応急措置を実施した空家の概要
　　１）用途（旧用途）：住宅
　　２）構造及び規模：
　　　　鉄骨造・ブロック造・木造亜鉛メッキ鋼板葺　
　　　　地上２階建　延べ床面積　１７３．５５㎡
　２　応急措置実施に伴う建築材等保管場所
　　　夕張市旭町３６番地２

物件④
　１　応急措置を実施した空家の概要
　　１）用途（旧用途）：店舗併用住宅
　　２）構造及び規模：
　　　　木造亜鉛メッキ鋼板葺　地上２階建　延べ床面積　１１７．０４㎡
　２　応急措置実施に伴う建築材等保管場所
　　　夕張市若菜１０番地５
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「ユるっとゆうばりスポーツクラブ」からのお知らせ

●申込・問合せ先　ゆうばり文化スポーツセンター中島　☎56－6046

　ユるっとゆうばりスポーツクラブでは、引き続き感染症対策を講じながら活動をしています。参加され
る皆さんには引き続きご協力をお願いします。今月は歩くことによる効果と足の運動について紹介します。

　「衰えは足からくる」とよく言われます。足に限らず使わなければ次第に体は衰えてしまいます。だか
らこそ定期的な運動は心身の健康を保つために不可欠です。「歩くことは健康にいい」と言われますが、
具体的にどのくらいの距離を歩けば健康・予防効果があるのでしょうか。

■歩くことで病気を予防・改善する

①床に腰をおろし、片足だけあぐらをかく体勢に。背
筋はまっすぐ伸ばします。
②用意したタオルを足のつま先にひっかけて、両端
を持ちます。
③反動つけずに足を手前に引っ張ります。息を止め
ないのがポイント。右足も同じように行う。

■ふくらはぎのばし（足首の柔軟性）

①椅子の前にタオルを敷いて、浅めに腰をおろしま
す。右足をまっすぐ半歩前に出し、タオルの上に。
②親指の下の腹の部分が、タオルの端にかかるよう
調整してください。
③指先ではなく、指の付け根から曲げ、タオルをつ
かむ。

■タオルギャザー（足裏の筋力アップ）

“寒さに負けず運動を”【歩くことで病気・病態の改善につなげよう】

歩　数 早歩き時間 予防できる病気・病態 歩　数 早歩き時間 予防できる病気・病態

4,000歩 5分 うつ病 8,000歩 20分 糖尿病、脂質異常症他

5,000歩 7.5分 認知症、心疾患、脳卒中他 9,000歩 25分 高血圧、高血糖

7,000歩 15分 ガン、動脈硬化他 10,000歩 30分 メタボリック・シンドローム他

7,500歩 17.5分 筋減少症、体力低下他 12,000歩 40分 肥満

協力者：楽々運動教室指導者 平村美千子さん

☆12月の活動日程

日 時
場 所

持ち物

12月2・9・16・23日(木) 18：00～20：00
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、手ぬぐい、
（稽古着、竹刀、防具）

≪剣道クラブ≫
☆ 月 活動日程
≪ボクシングクラブ≫
日 時
場 所

持ち物

12月7・14・21日(火) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、
バンテージ（ある方）

日 時
場 所

持ち物

12月2・9・16・23日(木) 18：15～19：30
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
ノルディックポール（貸出可）

≪ランニング&ノルディックウォーキングクラブ≫≪ピンポンバドミントンクラブ≫
日 時
場 所

持ち物

12月1・8・15・22日(水) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
メインアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、ラケット（ある方）

ば 文化 ポ 中島

日 時
場 所

持ち物

12月4・11・25日(土) 10：30～11：30
拠点複合施設りすた
多目的ホール
飲み物、タオル、運動靴

≪りすた楽々運動教室≫

申込 合 先

≪文スポ楽々運動教室≫
日 時
場 所

持ち物

12月2・16日(木) 9：30～11：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴
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毎年、申込期日を超えてからの申し込みがあります。
市民の皆さんにもご迷惑をかける場合がありますので、
申込期日前までに申し込みいただきますよう、ご協力ください。
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キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

夕
張
高
校
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

９
月
28
日
、令
和
３
年
度
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。生
徒
会
執
行
部
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志
に
よ
る
企
画・運
営
で
夕

張
中
学
校
の
３
年
生・保
護
者
を
招
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
校
生
徒
の
手
作
り
に
よ
る
学
校
紹
介

は
、生
徒
会
活
動・部
活
動・学
習
面
と
いっ
た

様
々
な
場
面
か
ら
丁
寧
に
語
ら
れ
、ス
ラ
イ
ド

や
動
画
を
駆
使
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

参
加
し
た
中
学
生
や
保
護
者
も
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
様
か
ら

は
、〝
実
際
の
高
校
生
た
ち
の
話
が
聞
け
て
と

て
も
よ
か
っ
た
〞　
〝
高
校
生
活
の
様
子
が
よ

く
伝
わ
って
き
た
〞　

な
ど
数
多
く
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

第
２
学
年　

ク
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

10
月
５
日
、第
２
学
年
の
生
徒
が
ク
ラ
ス
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の一
環
と
し
て
夕
張
高
校
周
辺
の

通
学
路
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。生
徒
が
普

段
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
通
学
路
で
す
が
、よ

く
見
て
み
る
と
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
空
き
缶

な
ど
、想
像
以
上
に
落
ち
て
い
る
と
気
付
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。少
し
で
も
こ
の
夕
張
の
街

中
を
綺
麗
に
し
よ
う
と
意
欲
的
に
清
掃
を
行

い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
貢
献
の
重
要

性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、夕
張
高
校
は
地
域
社
会
に
参
画

し
、夕
張
市
の
活
性
化
の
た
め
積
極
的
に
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

令
和
３
年
度
商
業
科
に
お
け
る

『
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
試
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
』

　

10
月
８
日
に
３
年
生
の
就
職
・
専
門
学
校

進
学
コ
ー
ス
の
生
徒
12
名
が
道
の
駅 

夕
張
メ

ロ
ー
ド
に
て
、現
在
授
業
で
取
り
組
ん
で
い
る

『
炭
鉄
港
そ
ば
』の
パッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
試

作
品
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。道
の
駅
で
は
、生
徒
が
お
客
さ
ん
に
ア

ン
ケ
ー
ト
への
協
力
依
頼
や
パッ
ケ
ー
ジ
の
説
明

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。天
候
に
も
恵
ま
れ
、多

く
の
お
客
様
か
ら
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、生
徒
も
今
後
の
デ
ザ
イ
ン
の

新
た
な
改
善
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

学
校
内
で
は
経
験
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
、

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
の
ご
意
見
を
今
後
の
パッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
に
反
映
さ
せ
、製
品
化
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
３
学
年　

ク
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

10
月
19
日
、夕
張
市
拠
点
複
合
施
設「
り

す
た
」に
て
３
学
年
17
名
が
ク
ラ
ス
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
実
施
し
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、３
つ

の
グ
ル
ー
プ（
図
書
整
理
、プ
ラ
ン
タ
ー
の
撤

去
、樹
木
の
冬
囲
い
）に
分
か
れ
、職
員
さ
ん
の

ご
指
導
の
も
と
環
境
整
備
に
励
み
ま
し
た
。

実
施
後
、生
徒
か
ら
は「
本
の
移
動
は
重
労
働

で
意
外
と
大
変
だ
と
感
じ
た
」、「
作
者
の
漢

字
が
読
め
な
い
と
並
べ
替
え
が
出
来
な
く
て

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
困
る
」、「
プ
ラ
ン
タ
ー
の
中
に

石
が
あ
り
、仕
分
け
す
る
と
こ
ろ
が
難
し
か
っ

た
」、「
花
を
抜
く
時
に
土
を
取
る
の
が
大
変

だ
っ
た
」、「
冬
囲
い
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、「
い

つ
も
当
た
り
前
の
こ
と
が
裏
で
大
変
な
作
業

を
し
て
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
た
」な
ど
の
感
想

か
ら
、公
共
の
場
を
快
適
な
空
間
に
す
る
た

め
の
視
点
を
育
む
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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夕
張
高
校

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
モ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　 

第
四
十
四
号

夕張高校「新生徒会長」にインタビュー！
な
ぜ
生
徒
会
長
に
？

谷谷 記記

谷谷谷谷谷谷 記記記記記記

谷 記
今
回
は
、
忙
し
い
中
取
材
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
新
生
徒
会
長
と
し
て

色
々
な
事
を
吸
収
し
て
、よ
り
良
い
学
校
を
目
指
し
、

将
来
に
活
か
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
下
さ
い
！

↑本シリーズの記事のバックナンバーは
「夕張高校魅力化プロジェクトポータルサイト」にて掲載中。

　

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ・モ
ア・ス
ピ
リ
ッツ
は
、10
月
13
日
に

行
わ
れ
た
夕
張
高
校
生
徒
会
役
員
選
挙
に
よ
り
、新
生

徒
会
長
に
見
事
選
ば
れ
た
谷
向
琴
音
さ
ん
で
す
。生
徒

会
長
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
今
後
の
抱
負
な
ど
を
取
材
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
度
は
新
生
徒
会
長
に
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
谷
向
さ
ん
は
、な
ぜ
生
徒
会
長
に
な
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
か
？

最
初
は
生
徒
会
長
に
な
ろ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、先
生
方
や
親
に
相
談
し
て
色
々
な
人
か
ら
後

押
し
し
て
も
ら
い
、今
後
の
人
生
の
中
で
、こ
の
よ
う
な

機
会
は
め
っ
た
に
な
い
と
思
い
、「
挑
戦
」と
い
う
気
持

ち
で
立
候
補
し
よ
う
と
決
断
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
！
今
回
の
選
挙
は
少
し
変
わ
っ
た
み
た

い
で
す
が
、ど
う
で
し
た
か
？

来
年
か
ら
成
人
年
齢
が
18
歳
に
下
が
る
こ
と
に
よ
り
、

私
た
ち
も
実
際
の
政
治
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、今
ま
で
は
演
説
後
す
ぐ
に
投
票
す
る
や
り

方
で
し
た
が
、今
回
か
ら
告
示
後
、期
日
前
投
票
の
期

間
も
設
け
て
実
際
の
投
票
箱
な
ど
も
使
い
な
が
ら
、本

当
の
選
挙
み
た
い
な
形
で
行
い
ま
し
た
。演
説
も
コ
ロ

ナ
対
策
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
演
説
を
行

い
ま
し
た
。

谷向　琴音さん
２学年

そ
れ
は
す
ご
い
ね
！
生
徒
会
長
と
し
て
何
か
や
り

た
い
事
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

学
校
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
は
学
校
行
事
を
充
実

さ
せ
た
り
校
則
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
て
、よ
り
良
い

学
校
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、自
分
自
身
の
目
標
と
し

て
は
、人
前
に
立
つ
こ
と
が
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の

で
、生
徒
会
長
と
し
て
様
々
な
事
を
経
験
し
て
克
服
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

と
て
も
良
い
で
す
ね
！
学
校
全
体
の
取
り
組
み
と

し
て
校
則
の
見
直
し
と
あ
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な

校
則
を
見
直
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

例
え
ば
服
装
の
部
分
で
、基
本
的
に
登
下
校
や
授
業

は
制
服
を
着
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
が
、天
候
な
ど

の
状
況
に
よ
り
臨
機
応
変
に
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
の
着
用
を

認
め
る
よ
う
に
変
え
て
い
け
な
い
か
な
と
考
え
て
い
ま

す
。

夕
張
高
校
で
は
最
近
生
徒
自
ら
が
校
則
を
見
直
す

動
き
が
あ
り
ま
す
よ
ね
！
今
回
は
な
ぜ
見
直
そ
う

と
思
っ
た
の
で
す
か
？

行
事
や
式
典
の
際
は
制
服
着
用
だ
と
思
い
ま
す
が
、

日
常
の
学
校
生
活
の
中
で
は
、状
況
に
応
じ
て
服
装
を

変
え
る
こ
と
に
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
た
め
、勉
強
な

ど
に
集
中
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

な
る
ほ
ど
！
状
況
に
合
わ
せ
て
服
装
を
変
え
る
と
い

う
事
だ
ね
！
校
則
を
変
え
る
第
一
歩
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？

ま
ず
は
生
徒
会
だ
け
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、生
徒
全

員
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
と
り
、現
在
の
校
則
に
つい

て
課
題
を
出
し
た
う
え
で
、な
ぜ
そ
の
校
則
を
変
え
る

の
か
、変
え
た
時
に
ど
う
い
う
事
が
起
こ
る
の
か
な
ど

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分
析
し
て
先
生
方
に
も
納

得
し
て
も
ら
え
る
、理
由
を
考
え
る
事
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

生
徒
自
ら
学
校
づ
く
り
が
で
き
る
の
は
、と
て
も
や

り
が
い
が
あ
り
そ
う
だ
ね
！
も
う
新
生
徒
会
は
集

ま
り
ま
し
た
か
？

何
度
か
集
ま
って
い
ま
す
！

実
際
に
集
ま
っ
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

新
生
徒
会
は
１
年
生
４
名
と
、２
年
生
４
名
の
８
名
が

選
ば
れ
ま
し
た
。私
は
以
前
も
生
徒
会
を
や
っ
て
い
ま

し
た
が
他
は
今
回
入
れ
替
わ
り
、生
徒
会
を
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
メ
ン
バ
ー
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
、私

が
先
頭
に
立
っ
て
引
っ
張
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
会
長
と
し
て
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
か
る
よ
ね
。最

後
に
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

生
徒
会
長
と
し
て
学
校
の
先
頭
に
立
っ
て
積
極
的
に

活
動
し
て
、皆
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
学
校
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
生
徒
会
長
と
し
て
様
々
な
事

を
経
験
し
て
自
分
の
苦
手
な
部
分
を
克
服
し
、今
後

の
進
路
に
活
か
せ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

広報ゆうばり　2021年12月号15



「
飲
酒
に
つ
い
て
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
し
な

が
ら
の
生
活
が
続
く
中
で
、生
活
ス
タ
イ
ル
が

変
わ
り
、飲
酒
量
や
飲
み
方
が
変
わ
っ
た
と
い

う
話
を
聞
き
ま
す
。お
酒
は
上
手
に
飲
め
ば
、

疲
労
回
復
や
ス
ト
レ
ス
解
消
、動
脈
硬
化
の
予

防
な
ど
に
も
役
立
つ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

飲
み
過
ぎ
は
脂
肪
肝
や
糖
尿
病
、食
道
が
ん
な

ど
様
々
な
生
活
習
慣
病
や
、コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス
ク

が
高
ま
る
原
因
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。適
正
飲
酒
量
や
飲
酒
の
際
に
気
を
付
け

た
い
こ
と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
は
？

　

お
酒
の
適
量
に
は
個
人
差
も
あ
り
ま
す
が
、

１
日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
で
20
ｇ
程
度
で
す

（
表
）。女
性
や
高
齢
者
は
こ
の
基
準
よ
り
さ
ら

に
少
な
い
量
と
さ
れ
て
い
ま
す
。体
が
１
日
に

処
理
で
き
る
限
界
は
１
日
平
均
60ｇ
で
、そ
れ

を
超
え
る
と
多
量
飲
酒
と
な
り
ま
す
。

●
健
康
に
飲
み
続
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・
お
酒
の
適
量
を
守
る

・
週
に
２
日
は
休
肝
日
を 

・
空
腹
で
の
飲
酒
は
避
け
、野
菜
や
た
ん
ぱ
く

質
を一緒
に
食
べ
る

・
つ
ま
み
は
脂
っこ
い
、塩
辛
い
も
の
を
控
え
る

・
飲
酒
中
の
水
分
摂
取
を
心
が
け
る

●
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
飲
酒

　

国
が
示
す
、感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る「
５
つ

の
場
面
」で
は
、①「
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
な

ど
」、②「
大
人
数
や
長
時
間
に
及
ぶ
飲
食
」の

２
場
面
に
お
酒
の
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。飲
酒

の
影
響
で
気
分
が
高
揚
す
る
と
同
時
に
注
意

力
が
低
下
、聴
覚
も
鈍
く
な
り
、大
き
な
声
に

な
り
や
す
く
な
る
た
め
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。会
食
時
は
、少
人
数・短
時
間
で
、な
る
べ

く
普
段
一
緒
に
い
る
人
と
、深
酒・は
し
ご
酒
な

ど
は
控
え
、適
度
な
酒
量
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、過
度
の
飲
酒
は
免
疫
機
能
を
低
下

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。お
酒
の
飲
み

方
、量
を
今
一
度
確
認
し
、コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

を
防
い
で
い
つ
ま
で
も
健
康
に
、美
味
し
く
お

酒
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

管
理
栄
養
士　

南　

綾
香

・アルコール量＝飲酒量（ml）×アルコール度数×0.01
・純アルコール量＝アルコール量×0.8

表：主なお酒の適量の目安（純アルコール20g）
　　　　　　　　　　　　　　　※これらのいずれか１つ分

種　類
（アルコール度数） 目安量

ビール（５度） 中ビン１本（500ml）

日本酒（15度） １合（180ml）

ワイン（12度） グラス2杯弱（200ml）

焼酎（25度） 100ml

ウイスキー（40度） ダブル１杯（60ml）

夕張市の文化財を紹介します！　第５弾

～東郷平八郎直筆の書のあらまし～ 横書の書

縦書の書

「東郷平八郎直筆の書」
　戦時下の日本において、軍艦の生命とされていた石炭を大量に生産した北炭
夕張炭鉱。その北炭の鎮守として創建された登川神社が大正1１年に焼失してし
まいました。翌年、夕張神社として再建する際、北炭関係者は「夕張神社」の揮毫
を東郷平八郎元帥に依頼しました。北炭夕張炭鉱に感謝の念を抱いていた東郷
元帥は、今までの感謝の意を込めて縦書と横書の揮毫二葉を直筆され、夕張神
社に寄贈されました。
　北海道と東郷元帥の関係についての記録は皆無に近いと言われており、この
書は大変貴重で珍しいものとされています。
　その後、縦書の揮毫は欅にトレースし彫刻されました（彫刻者は不明）。以後、
縦書の揮毫は夕張神社から流出しており、夕張神社では横書の揮毫を額に入れ
て社宝として大切に保管していました。
　そして、昭和60年5月21日「東郷平八郎直筆の書」は、夕張市指定有形文化財
に指定されました。
　なお、流出していた縦書の揮毫は、現物だとされるものが約10年前に夕張神
社へ寄贈されています。
　
〇東郷平八郎直筆の書の詳細〇
所有者：夕張神社（夕張市住初7番地）
種　別：美術工芸品
特　徴：市指定有形文化財とされているのは横書の揮毫で、縦書の揮毫は厳

密には市指定有形文化財として指定されていない。
問合せ先　市社会教育係　☎57－7711
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冬
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

  
除
排
雪
作
業
に
ご
協
力
を

　

冬
を
安
全
で
快
適
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、除
排
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

  

除
排
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

国
道
、道
道
と
の
交
差
点
な
ど
は
、

国
や
北
海
道
の
協
力
に
よ
り
段
差
の

解
消
を
行
い
、わ
だ
ち
に
つ
い
て
は
直
営

車
両
に
よ
り
市
民
生
活
に
最
低
限
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
日
中
の
体
制
で

対
応
し
ま
す
。

〔
除
雪
体
制
〕

　

除
雪
作
業
は
、午
前
３
時
ま
で
に
15

㎝
を
超
え
た
と
き
や
、早
朝
に
か
け
て

15㎝
以
上
の
降
雪
が
確
実
視
さ
れ
る
と

き
に
出
動
し
ま
す
。地
域
の
状
況
や
降

雪・雪
質
の
状
況
に
よ
っ
て
は
15㎝
未
満

で
も
出
動
し
ま
す
。　

　

作
業
時
間
は
、午
前
３
時
過
ぎ
か

ら
、皆
さ
ん
の
通
勤
、通
学
な
ど
に
間
に

合
う
よ
う
に
午
前
７
時
頃
ま
で
に
終

え
る
予
定
で
す
が
、気
象
条
件
や
降
雪

に
よ
っ
て
は
、予
定
時
間
内
に
終
わ
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
吹
雪
な
ど
、前
が
見
え
な
い
と

き
は
事
故
防
止
の
た
め
、作
業
を
一
時

ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
除
雪
作
業
に
つ
い
て
の
お
願
い
〕

★
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

★
道
路
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。

★
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

★
置
き
雪
の
除
雪
は
、各
家
庭
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

★
子
ど
も
た
ち
が
作
業
中
の
除
雪
機

械
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
、声
か
け
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
雪
捨
て
場
〕

  

市
で
管
理
し
て
い
る
雪
捨
て
場
は
、５

カ
所
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
指
示

看
板
が
あ
り
ま
す
の
で
、順
序
良
く
事

故
な
ど
の
な
い
よ
う
に
捨
て
て
く
だ
さ

い
。業
者
の
請
負
な
ど
で
捨
て
る
場
合

は
、捨
て
た
雪
を
押
す
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

※
例
年
、雪
捨
て
場
に
雪
と一緒
に
ゴ
ミ

を
捨
て
て
い
る
方
が
い
ま
す
。不
法
投

棄
に
な
り
ま
す
の
で
、絶
対
や
め
ま
し

ょ
う
。

時
　
間  

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

〔
除
雪
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先
〕

◆
国
道　

札
幌
開
発
建
設
部
岩
見
沢

道
路
事
務
所
維
持
課

☎
0
1
2
6
―
22
―
4
0
0
0

◆
道
道　

北
海
道
札
幌
建
設
管
理
部

長
沼
出
張
所

☎
0
1
2
3
―
88
―
2
3
4
6

◆
市
道　

市
土
木
係 ☎

52
―
３
１
５
９

●
雪
捨
て
場
●

鹿の谷 千代田

清水沢 沼ノ沢 紅葉山

ジュニアスキー教室のお知らせ

主催：夕張スキー連盟　申込・問合せ先：ゆうばり文化スポーツセンター内　☎56－6046　FAX 56－6717

対  象 小学生・中学生

開 催 日 時
令和４年1月８・９・10・15・16日

午前10時～午後2時30分（午前11時30分～午後1時までは休憩）

開 催 場 所 レースイスキー場

定  員 先着 50人

受 講 料 小学生5,000円、中学生6,000円

申 込 期 限 令和３年12月17日
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りすたChallenge 協働事業

「まちあいカフェ」
　定期的にキッチンスペースを活用し、コーヒーやパンを提供し
ています。地域の皆さんが新たなつながりを築き、地域の居場
所として親しまれることを目的としています。ぜひ、ひと息つき
にいらしてください。

12 月開所日時
開 催 場 所
料 金
主 催
共 催

14日(火)、21日(火)、　午前11時～午後3時
拠点複合施設りすた・キッチンスペース
コーヒー　100円～
まちあいカフェ
夕張市教育委員会

問合せ先　市社会教育係　☎57－7711

みんなのworkshop
「雪板ペイント&仕上げ制作」
　市民の皆さんが気軽に楽しめる「みんなのworkshop」。３回目の講座は「雪板ペイント&仕上げ制
作」です。雪山やバックカントリーでソリのように使用できる「雪板」に、色を塗ったりして仕上げます。

と 　 き
と こ ろ
講 　 師
料 　 金
対 　 象
定 　 員
持 ち 物
主 催
共 催
申込・問合せ先

12月19日　午前10時～午後３時30分
拠点複合施設りすた・多目的ホール
櫻井　亮(夕張を拠点に絵や立体作品の制作、看板づくりなどをしています。)
2,500円
中学生以上で、雪板制作をしたことがない市民
６名
・作業着　・昼食
イベント友の会
夕張市教育委員会
12月17日までに、電話で申し込みください。
☎080－4890－0987　(担当：鈴木)
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市
営・道
営
住
宅
冬
季
対
策

　

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
時
季
と
な

り
ま
し
た
。住
宅
の
冬
季
対
策
に
つ
い

て
次
の
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
内
の
確
認

①
水
落
と
し
は
正
常
に
作
動
し
て
い

ま
す
か
？

②
結
露
は
カ
ビ
の
原
因
と
な
り
ま
す
の

で
、空
気
の
入
れ
替
え
と
窓
や
壁
を
こ

ま
め
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

◆
長
期
間
の
留
守（
不
在
）

　

冬
に
長
期
に
わ
た
り
住
宅
を
留
守

に
す
る
場
合
は
、水
落
と
し
に
加
え
、

排
水
口
に
不
凍
液
を
入
れ
、留
守
に
す

る
こ
と
を
市
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

（
凍
結
に
よ
り
ト
イ
レ
本
体
が
割
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◆
除
雪
な
ど
に
つ
い
て

①
通
路
な
ど
の
共
用
部
分
は
入
居
者

の
皆
さ
ん
で
協
力
し
、ト
ラ
ブ
ル
の
無
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
入
居
住
宅
の
屋
根
の
除
雪
は
、次
の

と
お
り
入
居
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

□
平
屋
の
場
合　

屋
根
の
除
雪
は
入

居
者
が
行
い
ま
す
。

□
２
階
建
て
の
場
合　

屋
根
の
除
雪

は
入
居
者
が
行
い
ま
す
。な
お
、１
階

か
２
階
ど
ち
ら
か
が
空
き
家
の
場
合

は
市
と
除
雪
を
折
半
し
ま
す
。

□
３
階
建
て
以
上
の
場
合　

屋
根
の

除
雪
は
市
で
行
い
ま
す
が
、基
本
玄
関

側
の
雪
庇
程
度
し
か
行
い
ま
せ
ん
。最

上
階
入
居
者
は
、ベ
ラ
ン
ダ
に
雪
庇
が

出
て
き
た
場
合
は
、雪
庇
を
落
と
し
ま

し
ょ
う
。

※
空
住
戸
に
つ
い
て
は
市
で
除
雪
を
行

い
ま
す
。

◆
過
去
に
実
際
発
生
し
た
事
例

◇
水
落
と
し
を
し
な
か
っ
た
た
め
水
道

が
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
。

◇
屋
根
の
除
雪
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め

に
軒
先
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。雪
庇
で

窓
が
割
れ
て
し
ま
っ
た
。

◇
窓
に
発
生
し
た
結
露
を
ふ
き
と
ら

な
か
っ
た
た
め
に
下
階
の
天
井
に
結
露

水
が
漏
れ
て
し
ま
っ
た
。

※
ほ
か
に
も
入
居
者
に
多
大
な
費
用

負
担
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、冬
季
対
策
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
建
築
住
宅
係　

☎
52
―
3
1
1
9

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
57
―
7
5
9
3

　気象台は、暴風雪によって災害が発生するおそれがあると予想した場合、「暴風雪警報」を発表し警戒を
呼びかけます。
　気象情報で「数年に一度の猛吹雪」・「外出は控えてください」というキーワードが発表されたときは、厳
重に警戒してください。

「暴風雪への備え」に関する
リーフレットはこちらから確認できます。

問合せ先　市消防本部予防課　☎53－4121

暴風雪への備え

日常から暴風雪に備える
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栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

◆
落
氷
雪
、除
雪
な
ど
の
作
業
中
の
事

故
防
止

・
早
め
の
氷
雪
下
ろ
し
を

　

例
年
、屋
根
か
ら
の
氷
雪
の
落
下
に

よ
り
、下
敷
き
に
な
る
な
ど
の
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。氷
雪
は
早
め
に
下

ろ
し
て
、落
氷
雪
に
よ
る
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。氷
雪
が
屋
根
か
ら
せ
り

出
し
て
い
る
軒
下
な
ど
は
、危
険
で
す

の
で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
雪
下
ろ
し
作
業
は
複
数
で
行
い
安

全
確
保

　

例
年
、屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
、ハ
シ

ゴ
や
屋
根
か
ら
転
落
す
る
事
故
も
発

生
し
て
い
ま
す
。作
業
す
る
と
き
は
、

補
助
者
を
置
く
な
ど
複
数
で
行
う
と

と
も
に
、転
落
防
止
や
万
一の
と
き
に

備
え
、万
全
の
措
置
を
講
じ
、自
身
の

安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。除
雪
作
業
は
、作
業
に
適
し
た

服
装
で
行
い
、エ
ン
ジ
ン
を
掛
け
た
ま
ま

雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
な
ど
、危
険

な
行
為
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

飲
む
前
に　
ハン
ド
ル
キ
ー
パ
ー　

決
め

た
か
な

・
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
！

　

飲
酒
運
転
は
、悲
惨
な
交
通
事
故

を
引
き
起
こ
す
悪
質
、危
険
な
運
転

行
為
で
す
。お
酒
を
飲
む
と
わ
ず
か
な

量
で
も
運
転
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
、重
大
事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

二
日
酔
い
で
の
運
転
も「
飲
酒
運

転
」で
す
。深
酒
し
た
後
の
運
転
や
、身

体
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
っ
て
い
る
場
合

は
、運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん一
人
ひ
と
り
が
、「
飲
酒
運
転

を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
」こ
と

を
強
く
意
識
し
て
、社
会
全
体
で
飲
酒

運
転
を
根
絶
す
る
気
運
を
醸
成
し
ま

し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
は
、
運
転
者
以
外
も
処

罰
の
対
象
！

　

車
を
運
転
す
る
可
能
性
の
あ
る
人

に
お
酒
を
提
供
し
た
り
、お
酒
を
飲
ん

で
い
る
人
に
車
を
提
供
し
た
り
、飲
酒

運
転
の
車
に
同
乗
し
た
場
合
は
、飲
酒

運
転
と
同
様
に
処
罰
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

・
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
」
で

飲
酒
運
転
を
防
止
！

　
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は
、仲
間

と
車
で
飲
食
店
に
行
く
場
合
、あ
ら
か

じ
め
お
酒
を
飲
ま
な
い
人（
ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
）を
決
め
、そ
の
人
が
仲
間
を
自

宅
ま
で
送
り
届
け
る
こ
と
で
す
。お
酒

を
提
供
す
る
お
店
の
方
は
、「
お
客
さ

ん
が
車
で
来
店
し
て
い
な
い
か
」、「
車

で
来
店
し
て
い
る
場
合
は
、ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
は
誰
な
の
か
」を
確
認
し
て
、飲

酒
運
転
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
情
報
の
提
供
を
お
願
い

し
ま
す

　

北
海
道
警
察
で
は
、悪
質
な
飲
酒
運

転
を
根
絶
す
る
目
的
で
、「
飲
酒
運
転

ゼ
ロ
ボ
ッ
ク
ス
」を
運
用
し
て
い
ま
す
。

「
今
ま
さ
に
、飲
酒
運
転
を
し
そ
う
！

し
て
い
る
！
」な
ど
の
情
報
を
メ
ー
ル
で

受
付
し
て
い
ま
す
。周
囲
の
人
が
飲
酒

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
の
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
に
、飲
酒
運
転
に
関
す
る

情
報
や
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
ア

イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

　

緊
急
の
場
合
ま
た
は
す
ぐ
に
対
応

が
必
要
な
場
合
は
、1
1
0
番
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
冬
山
遭
難
の
防
止

冬
山
は　

装
備・計
画　

し
っ
か
り
と

・
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
、
登
山

計
画
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

登
山
技
術
、体
力
、経
験
に
応
じ
た

山
を
選
ぶ
な
ど
無
理
の
な
い
計
画
を
立

て
、登
山
計
画
書
を
作
成
し
て
、家
族

や
職
場
な
ど
に
渡
す
ほ
か
、最
寄
り
の

警
察
署
ま
た
は
交
番・駐
在
所
に
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

・
単
独
で
の
登
山
は
避
け
ま
し
ょ
う

　

単
独
で
の
登
山
を
避
け
、経
験
豊
富

な
リ
ー
ダ
ー
な
ど
と
一
緒
に
登
山
し
ま

し
ょ
う
。

・
万
全
の
装
備
と
余
裕
の
あ
る
食
料

な
ど
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

　

登
山
時
の
装
備
不
備
や
食
料
不
足

が
最
悪
の
事
態
を
招
く
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

急
激
な
天
候
の
変
化
に
も
耐
え
ら

れ
る
十
分
な
装
備
と
、停
滞
時
に
備
え

て
食
料
や
燃
料
な
ど
を
準
備
し
ま
し

ょ
う
。

す
ぐ
に
引
き
返
す
な
ど
安
全
な
登
山

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
慎
重
な
行
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

冬
山
で
は
地
形
や
積
雪
量
、気
象
の

変
化
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。雪
庇
の
踏
み
抜
き
や

雪
崩
の
危
険
性
が
高
い
場
所
な
ど
は

回
避
す
る
な
ど
、慎
重
に
行
動
し
ま
し

ょ
う
。

・
ス
キ
ー
場
の
標
識
や
注
意
事
項
を

守
り
ま
し
ょ
う

　

ス
キ
ー
場
コ
ー
ス
外
の
滑
走
は
、雪
崩

の
発
生
や
立
木
へ
の
衝
突
な
ど
の
危
険

が
あ
る
の
で
、ス
キ
ー
場
の
注
意
事
項

を
き
ち
ん
と
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

・
除
雪
機
に
注
意

　

例
年
、除
雪
機
に
よ
る
除
雪
作
業
中

に
、衣
類
を
巻
き
込
ま
れ
た
り
、下
敷

き
に
な
る
な
ど
の
事
故
も
発
生
し
て
い

・
携
帯
電
話
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

万
一の
遭
難
に
備
え
、携
帯
電
話
を

必
ず
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
気
象
情
報
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　

入
山
前
に
は
必
ず
天
気
予
報
を
確

認
し
、天
候
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
登
山
を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

途
中
で
天
候
が
悪
化
し
た
場
合
は
、
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高
齢
者
虐
待
を

　
　
　
　

未
然
に
防
ご
う

鹿
ノ
谷
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

新
春
書
初
大
会

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

夕
張
市
成
人
祭

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

　
　
　
　
　

設
置
に
つ
い
て

◆
12
月
は「
人
権
週
間
」の
月
で
す

　

毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
は「
人
権

週
間
」で
す
。1
9
4
8
年（
昭
和
23

年
）12
月
10
日
に
国
際
連
合
で
基
本

的
人
権
を
確
保
す
る
た
め「
世
界
人

権
宣
言
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。我
が

国
に
お
い
て
も
同
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
こ
の
期
間
を「
人
権
週

間
」と
定
め
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て
意
識
し
、

人
権
啓
発
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、今

回
は
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

◆
高
齢
者
虐
待
は
人
権
侵
害
で
す
！

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、そ
の
人
ら
し

く
尊
厳
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

は
、誰
も
が
望
む
こ
と
で
す
。高
齢
者

虐
待
は
高
齢
者
の
尊
厳
を
損
な
う
重

大
な
権
利
侵
害
で
す
。

◆
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
虐
待
が
あ
る

の
か
？

　
「
虐
待
」の
定
義
は
次
に
示
す
通

り
、さ
ま
ざ
ま
な
行
為
が
含
ま
れ
ま

す
。

身
体
的
虐
待　

な
ぐ
る
、け
る
、つ
ね

る
な
ど
の
暴
力
や
、不
必
要
に
体
を
縛

る
な
ど

心
理
的
虐
待　

脅
し
や
屈
辱
的
な
暴

言
、無
視
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
な
ど

介
護
の
放
棄・放
任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

食
事
を
十
分
に
与
え
な
い
、長
時
間

放
置
す
る
、適
切
な
医
療
を
受
け
さ
せ

な
い
な
ど

性
的
虐
待　

本
人
の
合
意
な
く
性
的

行
為
を
行
っ
た
り
、強
要
し
た
り
す
る

行
為

経
済
的
虐
待　

本
人
の
合
意
な
く
財

産
や
年
金
を
処
分・使
用
す
る
行
為

◆
高
齢
者
虐
待
の
原
因
と
そ
の
背
景

　

高
齢
者
虐
待
は
、主
に
介
護
疲
れ
や

経
済
的
困
窮
、人
間
関
係
の
問
題
な
ど

が
原
因
で
起
こ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。虐

待
を
す
る
側
も
様
々
な
問
題
を
抱
え
、

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

　

し
か
し
、ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、

虐
待
は
あ
って
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
や
悩
み
ご
と
が
あ
る
場
合

は
、早
め
に
相
談
す
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。自
ら
の
心
身
の
健
康
を
保
つ

こ
と
が
、結
果
的
に
虐
待
防
止
に
つ
な

が
り
ま
す
。

◆
地
域
全
体
で
見
守
り
ま
し
ょ
う

　

高
齢
者
虐
待
は
、家
庭
や
施
設
な
ど

閉
ざ
さ
れ
た
環
境
で
発
生
す
る
た
め

表
面
化
し
に
く
く
、虐
待
し
て
い
る
人
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
双
方
に

そ
の
自
覚
が
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、被
害
が

大
き
く
な
り
ま
す
。早
期
に
発
見
し

支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

住
民
一
人
ひ
と
り
が
声
を
か
け
、見

守
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、虐
待
防

止
・
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。地

域
全
体
で
高
齢
者
の
家
庭
を
見
守
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
を
、３
点
紹
介
し
ま

す
。

●
日
常
的
な
声
掛
け

　

普
段
か
ら
声
を
掛
け
、高
齢
者
の
孤

立
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
近
所
の
見
守
り

　

新
聞
が
何
日
分
も
た
ま
っ
て
い
る
、

夜
に
な
っ
て
も
電
気
が
つ
い
て
い
な
い
な

ど
、高
齢
者
宅
に
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。

●
相
談
を
勧
め
る

　

高
齢
者
と
の
生
活
や
介
護
疲
れ
な

ど
、家
族
が
困
っ
て
い
た
ら
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
相
談
窓
口
へ
の
相

談
を
勧
め
、地
域
か
ら
の
孤
立
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

●
虐
待
と
思
っ
た
ら
ま
ず
は
相
談・連

絡
を

　

も
し
か
し
て
虐
待
な
の
で
は
？
近
所

の
お
年
寄
り
が
悩
ん
で
い
る
が
ど
う
す

れ
ば
？
な
ど
、気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、ま
ず
は
相
談

窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。誰
が
連

絡
、通
報
し
た
の
か
は
、周
囲
に
漏
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、安
心
し
て

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
合
せ
先

夕
張
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
市

包
括
支
援
係
）

☎
52
―
3
1
0
7

内　

容　

夕
張
の
学
校
史（
高
等
学

校
）　

と　

き  

12
月
18
日

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

対　

象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す参
加
料　

無
料

問
合
せ
先

夕
張
地
域
史
調
査
室　

青
木

☎
0
9
0
―
2
6
2
2
―
4
4
5
5

と　

き　

令
和
４
年
１
月
７
日

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ  

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

対  

象　

幼
児
か
ら一般

参
加
料　

3
0
0
円

持
ち
物　

書
道
用
具
一式

定　

員　

15
人

申
込
期
限　

12
月
24
日

申
込
・
問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係 

☎
57
―
7
7
1
1

対
象
者　

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方

※
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
方
に
は
、12

月
上
旬
ま
で
に
案
内
を
送
付
し
ま

す
。住
民
登
録
を
市
外
へ
移
し
た
方
な

　

昨
年
寄
贈
さ
れ
た
全
長
２ｍ
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
り
す
た
に
設
置
し
ま

す
。12
月
な
ら
で
は
の
雰
囲
気
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。ま
た
、12
月
４
日
開

催
の
市
民
学
習
講
座
で
制
作
し
た
手

作
り
の
毛
糸
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も

併
せ
て
設
置
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

と　

き　

12
月
６
日
〜
25
日

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係

☎
57
―
7
7
1
1

ど
で
、出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
、12

月
20
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き

令
和
4
年
1
月
９
日（
予
定
）

正
式
な
日
時
は
、案
内
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係

☎
57
―
7
7
1
1
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こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施

自
衛
官
募
集

　

こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
人
や

家
族
な
ど
に
、精
神
科
医
師
に
よ
る
相

談
を
実
施
し
ま
す
。精
神
疾
患
の
早

期
発
見
、早
期
治
療
、精
神
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る
よ
う
支
援
し
、解

決
を
図
り
ま
す
。

と　

き　

12
月
16
日

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

岩
見
沢
保
健
所

（
岩
見
沢
市
８
条
西
５
丁
目
空
知
総

合
振
興
局
内
）

内　

容　

精
神
科
医
師
と
の
面
接
相

談※
予
約
制（
前
日
の
正
午
ま
で
）、申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、別
日
で
調
整
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

保
健
師
と
の
電
話
や
面
接

で
の
相
談
は
、随
時
行
って
い
ま
す
。

申
込・問
合
せ
先

岩
見
沢
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支

援
係

☎
0
1
2
6
―
20
―
0
1
2
2

第
６
回　

自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
間　

令
和
４
年
１
月
１
日
〜

１
月
21
日

試
験
日 

男
子　

令
和
４
年
１
月
28
日
〜
29
日

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

女
子　

令
和
４
年
１
月
28
日
〜
29
日

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
33
歳
未
満
の

者※
現
在
、32
歳
の
方
は
、生
年
月
日
に

よ
り
応
募
の
可
否
が
変
わ
り
ま
す
。詳

し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
入
校

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一

般
）採
用
第
１
次
試
験

受
付
期
間　

令
和
３
年
11
月
１
日
〜

令
和
４
年
１
月
14
日

試
験
日　
（
１
次
）令
和
４
年
１
月
22

日 年　

齢　

15
歳
以
上
〜
17
歳
未
満
の

男
子

●
自
衛
官
採
用
試
験
な
ど
の
説
明
会

と
こ
ろ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本

部　

恵
庭
地
域
事
務
所

（
恵
庭
市
住
吉
町
２
丁
目
３
―
21　

Ｈ

Ｔ
Ａ
ビ
ル
３
Ｆ
）

内　

容　

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、

処
遇
な
ど

時　

期　

年
中
無
休

（
土
日
は
事
前
に
問
合
せ
先
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。）

問
合
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部　

恵
庭

地
域
事
務
所

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

（
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）

原油価格の高騰にかんがみ、高齢者などの低所得者に冬期間の増嵩経費に対する特別支援金を給付します。

対象世帯
　申請時点で夕張市住民基本台帳に登録された令和３年度市民税非課税世帯のうち、次の①～③のいずれか
に該当する世帯
①高齢者世帯
世帯全員が65歳以上の世帯（令和４年３月31日までに65歳になる方も対象とします。）
②重度心身障害者世帯
身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ判定、精神障害者保健福祉手帳１級のいずれかの交付を受けている障
がい者がいる世帯
③ひとり親世帯
母子世帯または父子世帯で、平成13年４月２日以降に生まれた子を養育している世帯

対象とならない世帯　生活保護世帯と社会福祉施設などに入所している世帯、長期入院者は対象外です。
給付内容　１世帯あたり４千円（１回限り）を指定する金融機関の口座に振り込みます。
申請期限　令和３年12月10日から令和４年２月28日まで
申請場所
市生活福祉係、南支所、夕張市社会福祉協議会、各ふれあいサロン

問合せ先　市生活福祉係　
☎52－1059

令和３年度
夕張市冬期生活特別支援金給付事業の実施について

申請が必要です。申請書は各申請場所にあります。
申請の際は、振込誤りを防ぐため、指定する金融機関の通帳をご持参ください。
電話による課税状況の問い合わせには回答できません。注意
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令
和
３
年
度「
建
設
総
合

　
　

  

コ
ー
ス（
空
知
）」の

　
　
　
　
　

実
施
に
つ
い
て

狩
猟
免
許
試
験

年
末
年
始
の

　
　

  

火
災
予
防
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
公
共
職
業

　

  

訓
練
生
募
集
に
つ
い
て

　

厚
生
労
働
省
が
建
設
労
働
者
育
成

支
援
事
業
の一
環
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
、次
の
と
お
り
訓
練
生
を
募
集
し

ま
す
。

コ
ー
ス
名　

建
設
総
合
コ
ー
ス（
空
知
）

定　

員　

10
名

受
講
料　

無
料（
大
特
免
許
証
交
付

手
数
料
が
2
、0
5
0
円
必
要
で

す
。）

取
得
資
格　

大
型
特
殊
自
動
車
運
転

免
許
、車
両
系
建
設
機
械（
整
地
等
）

運
転
技
能
講
習
、小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
運
転
技
能
講
習
、玉
掛
け
技
能
講

習
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
、

足
場
の
組
立
て
等
作
業
特
別
教
育

訓
練
内
容　

建
設
現
場
作
業
に
従
事

す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
を

取
得
し
ま
す
。

訓
練
期
間　

令
和
４
年
１
月
18
日
〜

２
月
28
日
の
24
日
間（
1
0
7
時
間
）

予
定

　

訓
練
日
が
土
日
祝
に
重
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

訓
練
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

受
講
資
格　

離
職
し
て
求
職
中
の
方

で
、普
通
自
動
車
免
許
所
有
者
な
ど
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

令
和
３
年
12
月
６
日
〜

令
和
４
年
１
月
13
日
の
土
日
祝
を
除

募
集
科
目　

板
金
科
お
よ
び
電
気
工

事
科

訓
練
期
間　

令
和
４
年
４
月
14
日
〜

令
和
５
年
３
月
17
日（
１
年
間
）

応
募
資
格

・
令
和
４
年
３
月
に
中
学
校
以
上
を

卒
業
見
込
み
の
方

・
過
年
度
卒
業
者
離
転
職
者
お
よ
び

一般
求
職
者

募
集
定
員　

各
科
７
名

申
込
方
法　

先
に
空
知
総
合
振
興
局

に
試
験
の
申
し
込
み
を
行
い
、次
に
空

知
猟
政
協
議
会
に
予
備
講
習
の
申
し

込
み
を
行
う
。

定　

員　

25
名

【
狩
猟
試
験
予
備
講
習
】

と　

き　

令
和
４
年
１
月
30
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

昨
年
、全
国
で
発
生
し
た
火
災
の
出

火
原
因
は
、１
位「
た
ば
こ
」、２
位「
た

き
火
」、３
位「
こ
ん
ろ
」の
順
に
な
っ
て

お
り
、ち
ょっ
と
し
た
不
注
意
に
よ
り

発
生
し
て
い
ま
す
。無
火
災
で
年
末
年

始
を
過
ご
す
た
め
、次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ん
ろ
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、必
ず

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、ほ
こ
り
を
た
め
な
い

よ
う
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、お
出
か
け
前
、お
や
す
み
前

に
は
、も
う
一
度
火
の
元
を
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

令
和
３
年
度　

夕
張
市
防
火
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞

「
火
の
用
心　

か
く
に
ん　

カ
ク
ニ
ン

　

再
確
認
」　

ゆ
う
ば
り
小
学
校

河
鰭　

夢
姫
さ
ん

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
課

☎
53
―
4
1
2
1

く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
の
う

え
、後
ほ
ど
申
込
書
を
提
出
い
た
だ
き

ま
す
。

　

な
お
、受
講
資
格
順
位
が
あ
り
、必

ず
し
も
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、受
付
期
間
内
で
も
募
集
を

締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込・問
合
せ
先

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知（
滝
川
市

流
通
団
地
３
丁
目
６
番
地
23
号
）

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0 

と
こ
ろ

岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
〜
る

多
目
的
室
①
②
③

受
講
料　
（
税・テ
キ
ス
ト
代
込
）

・
第
１
種
、第
２
種

1
1
、0
0
0
円

・
網
、わ
な 

各
８
、2
5
0
円

・
網
お
よ
び
わ
な 

1
1
、0
0
0
円

・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時
に

網
ま
た
は
わ
な
を
受
講1

3
、7
5
0
円

・
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
網
と
わ

な
を
同
時
に
受
講

1
6
、5
0
0
円

受　

付　

令
和
３
年
12
月
21
日
〜
令

和
４
年
１
月
18
日

火
曜
日・木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
30
分

【
狩
猟
試
験
】

と　

き　

令
和
４
年
２
月
６
日

午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

空
知
総
合
振
興
局

受　

付　

12
月
21
日　

午
前
９
時
〜

問
合
せ
先　

空
知
猟
政
協
議
会 

☎・Ｆ
Ａ
Ｘ0

1
2
6
―
24
―
1
1
1
1

（
火・木
曜
日
の
み
）

訓
練
場
所

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知（
中
空
知

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
）

滝
川
市
流
通
団
地
３
丁
目
６
番
地
23

号授
業
料　

無
料（
入
学
諸
経
費
と
し

て
5
5
、0
0
0
円
予
定
）

※
電
気
工
事
士
な
ど
の
資
格
試
験
受

験
料
は
別
途
必
要
で
す
。

申
込
期
間　

令
和
３
年
12
月
３
日
〜

令
和
４
年
３
月
17
日

申
込
・
問
合
せ
先　

千
歳
公
共
職
業

安
定
所 

夕
張
出
張
所
ま
た
は
、ス
キ
ル

ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空
知

☎
0
1
2
5
―
24
―
1
8
8
0
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　４月より保健福祉課保健係にて「夕張市子育て世代包括支援センター」業務を開始していますが、この
度市役所２階（旧保育協会事務局）に「夕張市子育て世代包括支援センター支援室」として相談スペース
を新たに設けました。
　対象者は主に妊産婦および乳幼児並びにその保護者（18歳までの子と保護者も可）になります。
　妊娠や育児への不安、お子さまの成長・発達についての相談を含む、子育てに関する悩み事や保護者自
身の健康相談などを受けるとともに、必要時には関係機関と連携して支援させていただきます。
　今まで母子健康手帳の交付などは窓口にて交付してきましたが、今後はプライバシーを確保した相談
スペースで実施できることになります。
　また、庁内にはなかった乳児のおむつ替えや授乳スペースを支援室の中に設けるなど環境を整備しまし
た。こちらは、お子さまを連れて市役所にお越しの際にもご利用できます。
　ご利用の方は保健係（２階㉓窓口）に声をかけてください。

市保健係　☎52－3106

夕張市子育て世代包括支援センター支援室を開設しました

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」「みんなで「みんなで
Episode 41

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市企画係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市企画係　☎52－3141）

「余湖さんのコークス工場」　齋藤和治さん撮影、1970年代

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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　10月29日に道東自動車道（道東道）由仁パーキングエリ
アにおいて、ＮＰＯ法人フェザードフレンドおよびＮＥＸＣＯ東日
本連携のもと、児童手作りのバードハウスの設置会がありまし
た。
　参加したのはゆうばり小学校の４年生38名。今年は、道東
道夕張ＩＣ占冠ＩＣの開通による道央圏・道東圏直結10周年、ゆ
うばり小学校が開校10周年、参加した４年生が10歳を迎えることを記念して実施されました。

10月29日
バードハウス設置会
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年
末
年
始
の

　
　
　
　
戸
籍
届
出
窓
口

年
末
年
始
の

　
　
　
水
道
故
障
の
受
付

　

市
役
所
は
12
月
31
日
か
ら
１
月
５

日
ま
で
閉
庁
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
の
受
付
場
所
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

受
付
場
所　

本
庁
の
日
直

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分　
　
　

☎
52
―
3
1
3
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

受
付
場
所

消
防
本
部（
清
水
沢
宮
前
町
）

☎
53
―
4
1
2
2

受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜
翌
朝

午
前
８
時
30
分 

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

　

12
月
31
日
か
ら
１
月
５
日
ま
で
の
水

道
の
故
障・不
都
合
に
つ
い
て
の
対
応
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
１
月
１
日
、２
日
、４
日

　

休
み
ま
す

◆
12
月
31
日　

　

日
管
建
設 

☎
52
―
2
5
5
1

◆
１
月
３
日

　

石
川
衛
生
工
業

☎
0
1
2
6
―
56
―
2
7
8
1

◆
１
月
５
日　

　

泉
工
務
店 

☎
52
―
2
4
3
0

※
こ
の
期
間
の
作
業
料
金
は
割
増
し

と
な
り
ま
す
。

営
業
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

※
市
営・道
営
住
宅
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、市
建
築
住
宅
係
お
よ
び
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
ま
す
。

問
合
せ
先

市
上
下
水
道
管
理
係☎

52
―
3
1
5
2

市
建
築
住
宅
係 

☎
52
―
3
1
1
9

人　口 7,120人(－25人)
　男 3,306人(－10人)
　女 3,814人(－15人)

世帯数 4,239世帯(－17世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
1
月
号
は
、

12
月
29
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和３年11月１日　現在

一般ごみ 資源ごみ 埋立処分地

12月30日（木） 月・木曜日の収集地区

月・木曜日の収集地区

第１水曜日の収集地区

第１火曜日の収集地区

第１木曜日の収集地区

火・金曜日の収集地区

水曜日の収集地区

午前８時30分～午後４時30分

午前８時30分～午後４時30分

午前８時30分～午後４時30分

午前８時30分～午後４時30分

12月31日（金）～１月３日（月）

１月４日（火）

１月５日（水）

１月6日（木）

年末年始のごみ収集について

年末年始の共同浴場の営業について

〇「宮前町浴場」および「真谷地浴場」については、1月5日(水)以降、平常どおり営業します。
〇「清陵浴場」については、1月4日(火)以降、平常どおり営業します。 問合せ先　市環境生活係　☎52－3108

12月29日（水） 午後３時30分～
午後８時00分

午後３時30分～
午後８時00分

12月30日（木）

12月31日（金） 午後１時00分～
午後５時00分

午後１時00分～
午後５時00分

１月１日（土）～１月２日（日） 休みます 休みます

１月３日（月） 正午～午後４時00分 正午～午後４時00分

１月４日（火）

１月５日（水） 午後３時30分～
午後８時00分

午後３時30分～
午後８時00分

午後4時00分～
午後8時30分
午後4時00分～
午後8時30分
午後2時00分～
午後6時00分

休みます

午後1時00分～
午後5時00分
午後4時00分～
午後8時30分
午後4時00分～
午後8時30分

休みます 休みます 休みます

宮前町浴場 真谷地浴場 清陵浴場
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